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１ 前期後半がスタートしました。
前期後半開始の全校集会で話した内容を以下

に記します。

おはようございます。あっという間に終わったと
いうのが正直な気持ちですか？この夏休みは、どう
でしたか？夏休み前のこの集会の時に、校長先生が
言った内容を覚えていますか？
言える人はいますか？校長先生が担任した子ども

で、九州北部豪雨で亡くなった人のことを新聞記事
とともにお話ししました。最後に、命を大切にして
ください。友だちを大切にしてくださいとお願いし
ました。
思い出しましたか？
さて、夏休みの間、自分の命を大切にして過ごせ

ましたか？実は、先日学校で禁止されている５０１
号線を自転車で乗っている人を見ました。校長先生
に注意されました。
今、「自分のことだ！」
と思っている君、ちゃんと守っていた君も、なぜ禁
止になっているのかを考えてください。
５０１号線は、どうしても交通量が多いです。自

転車のゾーンもありません。大型ダンプカーやバス
も頻繁に通ります。そんな道を、まだまだ運転が未
熟な君たちが自転車で走るということは、ライオン
の檻の中に肉をもってはいるのと同じようなことな
のです。
つまり、君たちの命を守るために、５０１号線は

自転車に乗ってはいけませんというルールがあるの
です。
ルールやきまりは、君たち一人一人や周りの人た

ちを守るためにあったり、みんなが気持ちよく過ご
せるためにあるものですよ。そこのところをしっか
り考えて、夏休み明けから頑張ってください。

さて、今日はもう一つお話をします。夏休み期間
中に世界的な大きな行事がありました。何でしょう
か？そう、リオデジャネイロオリンピックですね。
世界中の人の目がリオデジャネイロに集まっていま
したね。次は、４年後に東京で開催されます。
そのオリンピックを前にして、日本には、世界中

の人たちから尊敬される考え方があります。今から
お話しする考え方もその一つです。
「うかつあやまり」という考え方です。その話を

読みますね。

電車がぐらりと揺れた。
あっと思ったときはもう遅い。
靴を思いっきり踏まれてしまった。

さて、あなたならどうする？
相手を見据えて「アイタッ！痛いな。なんしよっと
や！」
それとも
優雅に「とんだところへ足を出していて失礼」

本音を言えば、優雅にいきたいところだが、なか
なか難しい。言葉に迷う。

２ 横島ふれあい福祉祭
前期後半がスタート

したばかりですが、子
どもたちはすでにいろ
いろな方面で活動して
います。
写真は、横島ふれあ

い祭での子どもたちの
活躍のようすです。
上段は、合奏部の「千本桜」の演奏のようすですが、

１１名という少ない人数ながら、一人一人の楽器の音
も大きく自信にあふれた演奏でした。
下段は、地域の方々と一緒に発表した「潟担い節」

のようすです。
大人の方の三味線に

合わせて歌う子どもの
姿に感動しました。
また、踊った子ども

も自信にあふれたよう
すで、「地域の中で立派
に成長しているな～。」と感じることのできた発表で
した。
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文責 校長 家興 修 一
やおき

ところが、江戸では踏まれても先に謝れといった。
「うかつあやまり」 という。

「けんか腰になって、トラブルを起こしたくない」
という意味もある。
それに加えて
「自分がうかうかしていたから足を踏まれた」

と危機管理ができていない自戒の意味があった。

自分が悪くないのになぜ謝るのか？

足を踏まれたとき、外国では 「私の足が大きく
てごめんなさい」というセリフがあるそうだ。
ここにも大人の知恵がある。

足を踏まれたのに、踏んだ人に対して、
「こんなところに足を出していた私が悪うござんし
た。」
と 謝るという話です。

江戸では、そういう教えがあったそうです。どう
ですか、これなら売り言葉に買い言葉で喧嘩にはな
りませんね。
人のことを悪い方に見ないで、自分を振り返るこ

とを先にして、互いを尊重し合って豊かに暮らせる
と良いですね。

しばらくは暑いかもしれませんが、頑張りましょ
う。これで話を終わります。


